
「輸出貨物情報登録呼出し(ECR11)」業務の記号番号呼出し仕様①

①SIR業務の記号番号は1欄700桁(繰返 10) となっている。それに対し、「輸出貨物情報登録(ECR)」業務では記号番号は
1欄140桁(繰返 5)であるため、SIR業務で登録された記号番号が140桁を超える場合は、呼出し可能な各欄先頭の140桁を出力する。

【SIR業務 入力例】 【ECR11業務 出力例】

SIR業務で140桁を超えて入力があった場合、
ECR11業務では各欄先頭の140桁を呼び出す
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「船積指図書(S/I)情報登録(SIR)」業務で登録した記号番号をECR11業務で呼び出す場合の仕様変更については以下のとおり。



「輸出貨物情報登録呼出し(ECR11)」業務の記号番号呼出し仕様②

②SIR業務の記号番号は繰返数が10であるのに対し、ECR業務では繰返数は5であるため、SIR業務で記号番号が6欄以上登録された場合は、
SIR業務の記号番号各欄の先頭5欄を出力する。
また、SIR業務の記号番号の途中に空欄がある場合はECR11業務で呼び出す際、空欄を詰めて先頭の5欄分を出力する。

【SIR業務 入力例】

【ECR11業務 出力例】

SIR業務の5欄目までを呼び出すが、途中欄
に空欄が含まれる場合は空欄は詰めて入力
のある5欄分を呼び出す。

空欄は詰める


